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研究要旨 

2025 年の地域医療構想の実現に向けて、各都道府県の構想区域において、今後の医療提供体制

についての協議が進んでいる。本研究班については、都道府県が地域医療構想（病床機能分化・連

携等）を推進、管理していくためのあり方や技術的な助言を行うことを目的として平成 30 年度よ

り 3か年の計画で研究を行ってきた。令和 2年度においては、最終年度であることから、医療計画

については、中間見直しを推進するための技術的な助言、次期第 8次医療計画策定に向けたタスク

の洗い出しをすることを目的として実施した。研究班は、①医療政策の国内最前線の研究者を擁し、

体系的なプロセス分析の手法を用いる ②DPC データ、NDB データ分析の実績を有する研究者を擁

し、都道府県や二次医療圏別の医師偏在等について政策検討に資する分析を行う ③日本医療マネ

ジメント学会、日本クリニカルパス学会等と十分な連携をとれる体制により、傘下の研究者・医療

機関から効率的な事例収集を実施することが可能、という 3点の特徴を有し、研究の実施にあたっ

ては、大きく６つのグループに分担して円滑に推進した。 

今年度においては、地域医療構想を推進（特に公立・公的病院の再編統合）するための参考とな

る分析や調査を行うことができ、今後各都道府県での医療計画、地域医療構想の推進に役立つもの

であると考えられる。また、各都道府県が地域医療構想を推進するために必要となる地域医療介護

総合確保基金の有効な使途への反映されることが期待される。 

本研究の成果は、各都道府県が策定する医療計画および地域医療構想の実務的な資料として機能

することを目的に作成され、わが国の５疾病５事業の推進や評価および病床機能の分化・連携や病

床の効率的な利用に資するものであると考えられる。 
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Ａ．研究目的 

2025 年の地域医療構想の実現に向けて、各都

道府県の構想区域において、今後の医療提供体制

についての協議が進んでいる。これまで本研究班

については、厚生労働科学研究費補助金（地域医

療基盤開発推進研究事業「病床機能の分化・連携

や病床の効率的利用等のために必要となる実現

可能な施策に関する研究（H27－医療－一般

002）」を平成 27 年度から平成 29 年度までの 3

年間の研究を通じ、わが国における公衆衛生の専

門家が一堂に会して研究を進めてきた。その成果

については、第７次医療計画を都道府県が着実に

策定するために厚生労働省が行う技術的助言（平

成 29 年 3 月までに公表）のための医療計画の指

標の検討・整理を行っただけでなく、病床機能報

告データを使った急性期指標の開発、病床機能分

化の全国的な事例集の作成といった形で研究班

の成果を世の中に発信してきた。 

当該研究は平成 30 年度以降も 3 か年研究とし

て継続され、都道府県や医療機関に対して医療計

画および地域医療構想の実現に向けた支援を実

施している。令和 2 年度については、3 か年継続

研究の最終年度であることから、医療計画につい

ては、中間見直しを推進するための技術的な助言、

次期第八次医療計画策定に向けたタスクの洗い

出しをすることを目的とする。地域医療構想につ

いては、都道府県が地域医療構想の実現に向けた

医療提供体制の議論や医療機関連携の検討に資

するべく定量的なデータ分析や定性的な支援（マ

ニュアルやツール作成等）を行うことを目的とす

る。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究班は、６つの分担班に分けて研究を進め、

班会議を通じて、研究の進捗状況の管理、調整を

行いながら進めた。 

 研究の実施体制は図 1 の通りである。 

図 1研究の実施体制 

 

≪医療計画グループ≫ 

医療計画班 

公開されている基金事業計画をデータベース

化して第 6 次医療計画が実施された”平成 27 年 4

月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までの事業”と現

行の第 7次医療計画が実施されている”平成 30年

4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日までの事業（た

だし、一部平成 31 年 4 月 1 日以降も実施されて

いる複数年度にわたる事業も含む。）” の両群を

比較し、論点を明らかにした。 

基金の対象は５分野あるが、介護分野は除外し、

医療分野が対象である「１．地域医療構想の達成

に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業」「２．居宅等における医療の提供に関す

る事業」「４．医療従事者の確保に関する事業」

の３分野を分析した。 

 

≪病床機能グループ≫ 

地域実情分析班 

（１）公立・公的医療機関の会計基準間のコン

バージョンの可能性、（２）公立病院の再編統合

に係る地方財政措置、（３）ヒアリング調査の観

点から整理を行った。 
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定量分析班 

平成 30 年度病床機能報告の報告結果として厚

生労働省ホームページで公開されている全国デ

ータを使用し、Microsoft Excel を使用して分析

に適した形に整形後、Tableau Desktop を利用し

た可視化を行った。 

 

機能連携班① 

誤嚥性肺炎、大腿骨頚部骨折、脳卒中患者に本

看護記録を適応し、地域内での看護ケアの質と安

全管理を標準化することが可能かどうかを検証

した。 

 

機能連携班② 

厚生労働省が行う標準化活動との整合性を図

るため、高度医療情報普及推進事業を受託してい

る MEDIS-DC や、関係する団体等との課題共有

を実施した。また、回復期等移行チェックリスト

と同様のコンセプトで、RPA(Robotic Process 

Automation)の手法を用いた連携先との情報共

有手法を開発中の病院にヒアリングして、実装に

際しての課題把握を行った。 

 

実地検証班 

①医療・介護レセプトを連携させた奈良県 KDB

データを用いて、以下の２通りの分析を行った。 

１） 胃ろう等の人工栄養開始後の生存期間分

析として、75 歳以上の後期高齢者のうち、入院後

に経腸栄養（胃ろう、鼻腔栄養）又は植込み型ポ

ートからの中心静脈栄養が開始された患者につ

いて、人工栄養開始後 730 日の生命予後を疾病タ

イプ毎に分析した。 

２） 疾病発症が健康状態の終了に与える影響

を検討するため、健康寿命と代理指標として、死

亡又は新たに要介護２以上となった状態を健康

状態の終了と定義した。その上で、入院を必要と

した疾病（大腿骨近位部骨折、肺炎、脳血管疾患）

の発症が、発症後 1 年以内の健康状態の終了に与

える影響について、Standardized Mortality and 

Disability rate（SMDR）を用いて分析した。 

 

②奈良県 KDB 様データの医療レセプトデータを

用いて 2014 年 4 月～2018 年 3 月の 4 年間に死

亡した計 34,317 人（うち 100-104 歳 872 人，

105-109 歳 78 人）を対象に死亡前 1 年間に発生

した入院医療費及び入院外医療費を 30 日（1 ヵ

月）ごとに性別，5 歳年齢階級別に算出し、後期

高齢者医療制度加入者の死亡前医療費の分析を

行った。 

 

③レセプト電算用マスターと MEDIS の標準病

名マスターにおける指定難病病名の収載状況に

ついて検証するため、各時点で最新の指定難病名

一覧を厚生労働省ホームページより、告示以外の

難病名を難病情報センターより入手、標準病名マ

スターは「標準病名マスター作業班」サイトより

最新の病名を検索し、収載状況を把握した。 

 

（倫理面への配慮） 

特になし 

 

Ｃ．研究結果 

本年度研究によって以下の成果を得た。詳細に

ついては、それぞれ分担研究報告書を参照された

い。 

 

≪医療計画グループ≫ 

医療計画班 

「医療従事者の確保に関する事業」の平均予算

額は、岩手県、青森県、高知県、富山県、長崎県、

愛媛県、徳島県、熊本県、宮城県、山形県で大幅

に増加していた。一方で、大阪府、岡山県、香川

県、島根県、山梨県、鳥取県、兵庫県、長野県、

京都府、奈良県、愛知県、静岡県で大きく減少し

ていた。医療従事者の確保が難しい地方の県で増

加して、大都市あるいはその周辺の都道府県で減

少しているとは必ずしも言えなかった。 

また、医療機関への委託が全体の約 1/4 を占め

ていることも、基金が単に補助金化している可能
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性も示唆された。 

 

≪病床機能グループ≫ 

地域実情分析班 

（１）については、病院会計準則を基軸に、「社

会福祉法人会計基準」「地方公営企業法」「日本

赤十字社医療施設特別会計規則」を比較した結果、

再編統合等の議論において、施設レベル（医業＋

その他の事業）では財政状況を把握していても、

医業レベルでは分別が難しい可能性が示唆され

た。また、地方公営企業の他会計負担金・補助金

等について、再編統合等で非地方公営企業化し政

策医療を継続する場合の補助金等の担保は検討

課題となることが想定された。 

（２）については、地方財政措置が医療需要に

応じた制度になっておらず、再編統合等のインセ

ンティブが弱いことが示唆された。都道府県主体

による地域医療構想の推進には、①実績や政策医

療に応じた地方交付税措置への転換、②政策医療

の実績に応じた財源措置、➂病床の設置や指定後

の定期的な見直し等に係る都道府県の権限の追

加等が重要な政策課題と考えられた。 

（３）については、公立公的病院の再編統合等

の実際では、借入金の処理が重要な課題であるこ

とが明らかとなった。 

 

定量分析班 

平成 30 年度病床機能報告の報告結果として公

開されているオープンデータを利用して、医師、

看護師以外の職種の職員数について分析を行い、

病院における職種別の勤務者数や構想区域にお

ける職種別の勤務者数の実態を明らかにした。ま

た、24 時間対応体制に必要な職員数の推計を行

った。 

 

機能連携班① 

熊本県上益城郡にある谷田病院と済生会熊本

病院の 2 施設間で医療連携が完結した患者で、誤

嚥性肺炎 3 名、脳卒中（脳出血）1 名、大腿骨近

位部骨折 4 名である。基本アウトカムで不足する

ような病状の悪化症例はなかった。循環、呼吸、

発熱、意識に関する重大なバリアンスはなかった。

食事と排便に関するバリアンス発生頻度が高く、

全入院期間を通じ万遍なく発生した。 

 

機能連携班② 

RPA 手法は有効なものであり本研究班の提案

に構造上の大きな問題がないことを確認すると

ともに、連携先と医療や介護の目的を共有する上

で BOM が有効であること、BOM を活用する上

でも既存マスターの項目追加も必要であること

等の課題が明らかになった。 

 

実地検証班 

①１） 胃ろう等の人工栄養開始後の生存期間分

析においては、後期高齢患者の約 58-87％が胃ろ

う、鼻腔栄養、植込み型ポートからの中心静脈栄

養の開始から 730 日以内に死亡していた。さら

に、非悪性腫瘍群においては、鼻腔栄養又は中心

静脈栄養の開始後に胃ろう造設が行われた患者

（Secondary GS）群では、鼻腔栄養又は中心静

脈栄養の開始後に胃ろう造設されなかった患者

（NGT、PN）群よりも生命予後が良好であった。 

２） 疾病発症が健康状態の終了に与える影響

においては、高齢者における大腿骨近位部骨折、

肺炎、脳血管疾患による入院は、基準集団と比較

して１年以内の健康状態の終了に３倍以上の影

響を与えていることが明らかになった。 

 

②百寿者の死亡前医療費は非百寿者と比較して

低い傾向にあり、特に 105-109 歳（超百寿者）に

おいて最も低いことが明らかとなった。また死亡

前１年間における入院患者割合を年齢階級別に

分析した結果、100-104 歳では 31.4%が、105-109

歳では 44.9%が死亡前１年間において１度も入

院することなく死を迎えていることが明らかと

なった。 

 

③指定難病名は 333 件、告示以外の難病名は

1259 件であった。最初の調査以降、告示以外の
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難病名が各マスターに 3 件追加されており、継続

的なマスター整備が行われていることが明らか

になった。一方で指定難病名が未登録の病名、各

マスター間で病名の差異が存在した。 
 

Ｄ．考察  

≪医療計画グループ≫ 

医療計画班 

都道府県の施策・政策と予算化された事業が相

伴って一体運用されることで地域医療構想を含

む医療計画は初めて機能する。したがって、地域

医療構想を含む医療計画の記載事項を実現する

ためには、施策や事業体系を構築しなければなら

ない。それには多くの場合予算を組む必要がある。

その柱になるものが「地域医療介護総合確保基金」

である。 

国の財政事情が厳しい折、基金の有効利用と効

果的な事業の創造が必要である。それには、基金

事業の評価指標の確立と効果の検証が今後不可

欠となる。 

 

≪病床機能グループ≫ 

地域実情分析班 

本研究の限界点として、開設主体によって情報

開示に関する指針が確立されていないため、開示

された財務諸表に対する勘定科目の階層性に注

意する必要がある。また、新型コロナウイルス感

染症の影響により、限られたインタビュー調査の

もとで遂行されたことに留意が必要である。 

 

定量分析班 

薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師の圏域

別・施設別職員数の可視化を行い、急性期入院医

療の提供に必要とされる 24 時間対応体制の維持

に必要な人員との関連の中での検討を行ったと

ころ、職種別職員数の観点から 24 時間 365 日の

診療体制を確保することができない病院が病床

規模の小さい施設を中心として多数存在してい

ること、および、地域医療構想区域の中には職種

別職員数が少なく、他の圏域からの有期派遣や圏

域間をまたぐキャリアパスの確立が必要となる

ことが示唆された。 

今後は医師だけでなく他の医療従事者も含め

て、地域における具体的な人員体制について検討

し、その人員で地域の医療需要にどこまで対応で

きるかを真摯に検討していくことが重要である

と考えられる。 

 

機能連携班① 

高齢者に対する積極的な栄養管理の指標の導

入、認知力低下者や嚥下機能低下者の栄養管理方

針、便秘に対する下剤使用などバリアンス発生時

に行った処置行為結果に対する再評価方針の策

定、等が本看護記録運用とセットになることが必

要と認識された。専門性の経験が浅い看護師にと

ってはアウトカムと観察項目の組み合わせ設定

に戸惑いが生じ、真のバリアンスではなくてもバ

リアンスと記録するなど、設定方針に改善の余地

があることも明らかになった。本看護記録の運用

結果を定期的に共有し学びを深める場と時間の

設定が必要ということである。 

 

機能連携班② 

回復期等移行チェックリストにおける RPA 手

法の現実性については概ね問題なしとの結論を

得ることができた。回復期等移行チェックリスト

の実装に向けて今後取り組むべき課題として、既

存資源を活用した標準化の必要性が明らかとな

った。訪問看護事業所からは ICT 人材の不足が

強く指摘されており、これは回復期の病院でも共

通する課題であるため看過しがたい。前述の学術

集会では医療情報技師等の専門人材を広域で活

用するという意見があったが、こうした運用支援

体制づくりも回復期等移行チェックリストの実

装に向けた大きな課題である。 

実地検証班 

①１）胃ろう等の人工栄養開始後の生存期間分析 

後期高齢患者の約 58-87％が GS、NGT、PN に

よる人工栄養開始後 730 日以内に死亡していた。

非悪性疾患群において、鼻腔栄養又は中心静脈栄
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養の開始後に胃瘻造設が行われた患者は、鼻腔栄

養又は中心静脈栄養が行われた患者よりも人工

栄養開始から 2 年以内の生命予後が良好であっ

た。後期高齢患者に対して人工栄養を開始する際

には、その有効性と限界を考慮した治療選択が求

められる。 

２）疾病発症が健康状態の終了に与える影響 

高齢者における大腿骨近位部骨折、肺炎、脳血

管疾患による入院は、基準集団と比較して 1 年以

内の健康状態の終了に 3 倍以上の影響を与えて

いた。SMDRを疾病間で比較することによって、

健康寿命の延長を目指した効率的な介入につな

げられる可能性がある。 

 

②百寿者及び超百寿者の死亡前医療費を 1 ヵ月

ごとに性別，5 歳年齢階級別に明らかにした研究

としては、本研究が初の知見となる。本研究結果

は、これまで日本や欧米の百寿者を対象に行われ

たコホート研究（臨床研究）の結果を鑑みても、

妥当であると解釈できる。 

 

③指定難病名が未登録の病名、病名が一致しない

もの、一文字異なるものが存在する。また同一病

名が複数指定難病名に登録されていたり、代表的

な病名ではなく別名の病名が登録されていたり

する等、一部整理されていないものもあることが

明らかになり、各関係団体が連携し、その差異を

無くすような仕組みを構築することが望まれる。 

 

Ｅ．結論 

本研究の成果は、わが国の地域医療構想（病床

機能分化・連携）および医療計画（５疾病５事業）

の進捗管理にあたって有用なものであると考え

られる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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２．学会発表 

1. 2020 年 08 月 04 日～2020 年 08 月 06 日

（（WEB、東京都）） 第 62 回日本老年

医学会学術集会 百寿者の人口動態と大規

模レセプトデータを用いた百寿者研究の今

後 中西 康裕、次橋 幸男、赤羽 学、野田 

龍也、明神 大也、久保 慎一郎、西岡 祐

一、東野 恒之、今村 知明 

2. 2020 年 08 月 09 日～2020 年 08 月 12 日

（石川県、立音楽堂） 第４０回日本脳神

経外科コングレス総会 人口構成の変化へ

対応するための医療界の動向と課題～地域

医療構想や医療計画、地域包括ケアシステ

ム～ 今村知明. 

3. 2020 年 10 月 02 日～2020 年 10 月 04 日

（（ＷＥＢ九州大学）） 第 58 回日本医

療・病院管理学会学術総会 講演・特別企

画１「医療情報活用によるこれからの医

療」 今村知明.  

4. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定健診等情

報データベース（NDB）の臨床研究：死亡

ロジックを用いた死亡者の糖尿病/非糖尿病

での比較 久保慎一郎、西岡祐一、明神大

也、野田龍也、東野恒之、玉城由子、小泉

実幸、中島拓紀、紙谷史夏、桒田博仁、毛

利貴子、岡田定規、赤井靖宏、石井均、今

村知明. 

5. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定健診等情

報データベース(NDB)を用いた自己対照ケ

ースシリーズ研究：インフルエンザ後の 1

型糖尿病発生率 西岡祐一、岡田定規、野

田龍也、久保慎一郎、明神大也、東野恒

之、玉城由子、小泉実幸、中島拓紀、紙谷

史夏、桒田博仁、毛利貴子、赤井靖宏、今

村知明、石井均. 

6. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定健診等情

報データベース（NDB）を用いた臨床研

究：糖尿病患者におけるβ遮断薬の投与と

重症低血糖 岡田定規、西岡祐一、久保慎

一郎、明神大也、野田龍也、東野恒之、玉

城由子、小泉実幸、中島拓紀、紙谷史夏、

桒田博仁、毛利貴子、赤井靖宏、今村知

明、石井均. 

7. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定検診等情

報データベースを（NDB）を用いた臨床研

究：メトホルミンと他の血糖降下薬の変形

性関節症手術施行率 玉城由子、西岡祐

一、久保慎一郎、明神大也、野田龍也、東
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野恒之、小泉実幸、中島拓紀、紙谷史夏、

桒田博仁、毛利貴子、岡田定規、赤井靖

宏、今村知明、石井均. 

8. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定健診等情

報データベース（NDB）を用いた臨床研

究：重症低血糖後の硝子体手術施行率 野

田龍也、西岡祐一、久保慎一郎、明神大

也、東野恒之、玉城由子、小泉実幸、中島

拓紀、紙谷史夏、桒田博仁、毛利貴子、岡

田定規、赤井靖宏、石井均、今村知明. 

9. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 心血管疾患の 1 次予防に対す

るメトホルミン、スルホニル尿素薬及び

DPP4 阻害薬治療効果の比較：人口ベース

のコホート研究 中島拓紀、西岡祐一、久

保慎一郎、明神大也、野田龍也、東野恒

之、玉城由子、小泉実幸、紙谷史夏、桒田

博仁、毛利貴子、岡田定規、赤井靖宏、今

村知明、石井均. 

10. 2020 年 10 月 05 日～2020 年 10 月 16 日

（（WEB）） 第 63 回日本糖尿病学会年

次学術集会 レセプト情報・特定健診等情

報データベース(NDB)を用いた臨床研究：

日本全体の下肢切断、糖尿病患者のリスク 

紙谷史夏、西岡祐一、久保慎一郎、明神大

也、野田龍也、東野恒之、玉城由子、小泉

実幸、中島拓紀、桒田博仁、毛利貴子、岡

田定規、赤井靖宏、今村知明、石井均. 

11. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 ＫＤＢを用いた奈良県における

後期高齢者医療費と保険料水準の理論推計 

今村知明、西岡祐一、野田龍也. 

12. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 医療・介護レセプトデータを用

いた人工栄養開始後の療養場所に関する追

跡調査 次橋幸男, 赤羽 学, 明神大也, 中

西康裕, 久保慎一郎, 西岡祐一, 野田龍也, 

今村知明. 

13. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 透析患者における骨折発症リス

ク：KDB を用いた検討 菅野沙帆、久保慎

一郎、赤羽学、次橋幸男、今村知明. 

14. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 糖尿病/非糖尿病での死亡時年齢

と健康寿命の比較 新居田泰広、西岡祐

一、次橋幸男、久保慎一郎、明神大也、野

田龍也、今村知明. 

15. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 大規模レセプトデータを用いた

百寿者及び非百寿者の死亡前医療費の比較 

中西康裕、次橋幸男、赤羽学、野田龍也、

明神大也、久保慎一郎、西岡祐一、今村 知

明. 

16. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 20 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 レセプト情報・特定健診等情報

データベース（NDB）：HIV/AIDS の現在

通院患者数の的確な把握 野田龍也、今村

知明、明神大也、西岡祐一、久保慎一郎. 

17. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 NDB を用いた難病患者(潰瘍性

大腸炎、多発性硬化症、視神経脊髄炎)にお

ける患者数の推計 久保慎一郎、野田龍

也、西岡祐一 明神大也、今村知明. 

18. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日

（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 特定健康診査の糖尿病薬処方に

関する質問項目のバリデーション研究 西

岡祐一、野田龍也、久保慎一郎、明神大

也、今村知明. 

19. 2020 年 10 月 20 日～2020 年 10 月 22 日
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（（ＷＥＢ京都）） 第 79 回日本公衆衛生

学会総会 奈良県広域消防組合における

CPA 傷病者の家族等から口頭で DNAR を

伝えられた場合の対応について 建部 壮、

吉井 克昌、西岡 祐一、今村 知明 . 

20. 2020 年 11 月 14 日 第 10 回日本在宅看

護学会学術集会 交流集会④ 瀬戸僚馬、小

林美亜、佐野けさ美、光城元博、岡峯栄

子、大竹尊典：病院、施設、在宅を繋ぐ情

報共有基盤の構築～地域包括ケアシステム

における標準的なデータセットの構築に向

けて～ 

21. 2020 年 11 月 18 日～2020 年 11 月 22 日

（静岡県、アクトシティ浜松/WEB） 第

40 回医療情報学連合大会（第 21 回日本医

療情報学会学術大会） レセプト電算用マ

スターと MEDIS の標準病名マスターにお

ける指定難病病名の収載状況について 菅

野沙帆、久保慎一郎、西岡祐一、野田龍

也、今村知明. 

22. 2020 年 11 月 18 日～2020 年 11 月 22 日

（静岡県、アクトシティ浜松/WEB） 第

40 回医療情報学連合大会（第 21 回日本医

療情報学会学術大会） レセプト情報・特

定健診等データベース（NDB）における患

者突合の精度向上に関する手法開発 久保

慎一郎、野田龍也、西岡祐一、明神大也、

東野恒之、今村知明. 

23. 2020 年 11 月 20 日（神戸）日本リハビリテ

ーション医学会秋季学術発表会. 次橋幸男, 

赤羽学. 医療・介護レセプトデータを用い

た疾病発症が健康寿命に与える影響の比較.  

24. 2021 年 03 月 26 日～2021 年 03 月 28 日

（神奈川県、パシフィコ横浜/WEB） 第

85 回日本循環器学会学術総会 リアルワー

ルド・データの臨床活用への現状と課題 

今村知明. 

25. 2021 年 04 月 22 日～2021 年 04 月 24 日

（WEB） 第 94 回日本内分泌学会学術総

会 レセプトビッグデータを用いた糖尿病

診断アルゴリズムの構築 西岡祐一、野田

龍也、久保慎一郎、明神大也、中島拓紀、

毛利貴子、桒田博仁、岡田定規、榑松由佳

子、今村知明、高橋裕. 

26. 2021 年 05 月 20 日～2021 年 05 月 22 日

（WEB） 第 64 回日本糖尿病学会年次学

術集会 『データベース医学』が切り拓く

新しい糖尿病学：大規模レセプトデータベ

ースを用いた臨床疫学研究から見えること 

西岡祐一、岡田定規、明神大也、久保慎一

郎、竹下沙希、菅野沙帆、中西康裕、次橋

幸男、降籏志おり、東野恒之、金岡幸嗣

朗、池茉美香、新居田泰大、玉城由子、小

泉実幸、紙谷史夏、中島拓紀、毛利貴子、

桒田博仁、榑松由佳子、赤井靖宏、斎藤能

彦、石井均、野田龍也、髙橋裕、今村知明. 

27. 2021 年 05 月 20 日～2021 年 05 月 22 日

（WEB） 第 64 回日本糖尿病学会年次学

術集会 医療保険・介護保険連結ビッグデ

ータ解析によって浮き彫りになる高齢 2 型

糖尿病患者治療の実態と課題 新居田泰

大、西岡祐一、中島拓紀、毛利貴子、桒田

博仁、岡田定規、榑松由佳子、久保慎一

郎、明神大也、野田龍也、金岡幸嗣朗、斎

藤能彦、石井均、今村知明、高橋裕. 

28. 2021 年 05 月 20 日～2021 年 05 月 22 日

（WEB） 第 64 回日本糖尿病学会年次学

術集会 健康診断で HbA1c 高値指摘後の医

療機関未受診は早期死亡率上昇と関連す

る：レセプトビッグデータを用いた観察研

究 西岡祐一、野田龍也、久保慎一郎、明

神大也、玉城由子、中島拓紀、毛利貴子、

桒田博仁、榑松由佳子、岡田定規、金岡幸

嗣朗、斎藤能彦、石井均、今村知明、髙橋

裕. 

29. 2021 年 06 月 10 日～2021 年 06 月 12 日

（鳥取県、米子コンベンションセンター

/WEB） 第 25 回日本医療情報学会春季学

術大会 レセプト電算用マスターと

MEDIS の標準病名マスターにおける指定
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難病病名の収載状況について 菅野沙帆、

久保慎一郎、西岡祐一、野田龍也、今村知

明. 

30. 2021 年 06 月 29 日～（WEB） Interna-

tional Centenarian Consortium 2021 an-

nual meeting Analysis of supercentenar-

ians’ medical expenditures for one year 

before death: a population-based retro-

spective cohort study Yasuhiro Nakani-

shi, Yuichi Nishioka, Yukio Tsugihashi, 

Manabu Akahane, Tatsuya Noda, Tomoya 

Myojin, Shinichiro Kubo, Tsuneyuki Hi-

gashino, Jean-Marie Robine, Koshiro Ka-

naoka, Tomohiro Kakinuma, Tomoaki 

Imamura. 

31. 2021 年 07 月 09 日～2021 年 07 月 10 日

（大阪府、あべのハルカス/WEB） 第 42

回日本循環制御医学会総会・学術集会 循

環器疾患を取り巻く医療政策の変化と今後

の動向 今村知明. 

32. 2021 年 09 月 02 日～2021 年 09 月 03 日

（大阪府、ナレッジキャピタルコングレコ

ンベンションセンター/WEB） 第 34 回日

本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演

会 政府の医療施策とコロナ禍を受けての

今後の動向 今村知明. 

33. 2021 年 10 月 29 日～2021 年 10 月 31 日

（WEB） 第 59 回日本医療・病院管理学

会学術総会 地域医療構想とコロナ禍を受

けての今後の動向 今村知明. 

34. 2021 年 10 月 30 日～（大阪府、ホテルエル

セラーン大阪） 日本医学放射線学会 第

329 回関西地方会（第 401 回レントゲンア

ーベント） 医師をめぐる医療政策や「働

き方改革」の現状と課題 ―基本的事項から

最新の話題まで― 今村知明. 

35. 2021 年 11 月 04 日～2021 年 11 月 05 日

（奈良県、コンベンションセンター、奈良

100 年会館） 第 59 回全国自治体病院学会 

医療や臨床工学技士を取り巻く情勢の現状

と課題 今村知明. 

36. 2021 年 11 月 12 日～2021 年 11 月 13 日

（香川県、かがわ国際会議場） 第 31 回日

本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術

集会 医療費をとりまく社会情勢と診療報

酬改定のしくみ 今村知明. 

37. 2021 年 11 月 18 日～2021 年 11 月 21 日

（愛知県、名古屋国際会議場/WEB） 第

41 回医療情報学連合大会（第 22 回日本医

療情報学会学術大会） NDB を用いた癌の

部位別 SMR の算出の検討 菅野沙帆、野

田龍也、西岡祐一、久保慎一郎、明神大

也、今村知明. 

38. 2021 年 11 月 18 日～2021 年 11 月 21 日

（愛知県、名古屋国際会議場/WEB） 第

41 回医療情報学連合大会（第 22 回日本医

療情報学会学術大会） レセプト情報にお

ける病名・病名開始日を用いた名寄せロジ

ックの開発 竹下沙希、西岡祐一、久保慎

一郎、明神大也、野田龍也、今村知明. 

39. 2021 年 11 月 18 日～2021 年 11 月 21 日

（愛知県、名古屋国際会議場/WEB） 第

41 回医療情報学連合大会（第 22 回日本医

療情報学会学術大会） 原死因決定プロセ

スの効率化に資する機械学習による原死因

コード変更予測 大井川仁美、今井健、香

川璃奈、明神大也、今村知明. 

40. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 奈良県のＫＤＢ7 年間データ

を用いた時系列分析と医療内容の変化 今

村知明、西岡祐一、野田龍也. 

41. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 医療・介護保険レセプトデー

タを用いた要介護状態の契機となった入院

主病名及び手術名の分析 次橋幸男、赤羽

学、中西康裕、明神大也、久保慎一郎、西
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岡祐一、野田龍也、今村知明. 

42. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 医療･介護連結解析からわかる

高齢 2 型糖尿病患者治療の実態と課題 新

居田 泰大、西岡 祐一、明神 大也、久保 

慎一郎、次橋 幸男、野田 龍也、今村 知

明. 

43. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 透析患者における骨折発症の

標準化罹患比の算出：KDB を用いた検討 

菅野沙帆、久保慎一郎、西岡祐一、野田龍

也、今村知明. 

44. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 非ステロイド性抗炎症薬

（NSAIDs）による透析導入リスクについ

て 竹下沙希、西岡祐一、明神大也、久保

慎一郎、野田龍也、今村知明. 

45. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 ベンゾジアゼピン系薬の処方

有無と死亡率の関連：高次元傾向スコアを

用いた観察研究 西岡祐一、竹下沙希、明

神大也、久保慎一郎、野田龍也、今村知明. 

46. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 心室中隔欠損症に対する小児

心臓カテーテル検査における麻酔方法と重

症合併症の関連 小川裕貴、山名隼人、野

田龍也、岸本美和、吉原真吾、松居宏樹、

康永秀生、今村知明. 

47. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 心肺停止者に対する一次救命

処置に関する都道府県人口密度とバイスタ

ンダー種別との関係 建部壮、井桁龍平、

大髙俊一、千葉拓世、志賀隆、野田龍也、

今村知明. 

48. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 後期高齢者の口腔環境と死亡

割合と医療費に与える影響：奈良県をモデ

ルに 辻本雄大、岡本左和子、西岡祐一、

今村知明. 

49. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 緊急事態宣言下における医療

機関受診に関する意識調査：WEB 質問紙調

査による横断研究 中西康裕、松本伸哉、

柿沼倫弘、西岡 祐一、次橋幸男、今村知

明、赤羽 学. 

50. 2021 年 12 月 21 日～2021 年 12 月 23 日

（東京都、京王プラザホテル 東京大学伊

藤国際学術センター） 第 80 回日本公衆衛

生学会総会 奈良県における自宅死の現状

について 平石達郎、岡本左和子、今村知

明. 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


